
KOBEを愛して46年/月刊神戸っ子
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日本各地から取寄せた旨い物と名酒に出会える

レストラン&日AR

喜営業時間
ランチ月「:○○へ15:○○

(オーダーストップ「 4:○○)

ディナー/「 7:○○へ23:○○

(オーダーストップ22:○○)

【土.日.硯】 1 1 :00-23:00

(オーダーストップ22:○○)リ

丁且」.078"331"1233

和空間で関西創作おでんと名古屋コーチンの串焼きを

焼き鳥・おでん

大正6年創業の名門料亭の味か、を

日本料理

薄遇家
書営業時間
ランチ/=:○○へ「5:○○

(オーダーストップ1 4:30)

ディナー/ 「 7:○○へ23:○○

(オーダーストップ2 l.30)

丁軋.078"333"0678

ていねいに抽出したコーヒーが自慢のカフェテラス

喫茶

㊥膨呼助

喜営巣時間
8、○○へ2l :○○

(オーダーストップ20:30)

【土i日・祝】 9:○○へ2l.○○

(オーダーストップ20:30)

帽し.078,391 "4057

神戸の夜景を眺めながら特選黒毛和牛をふんだんに

あぶり工房

閉園登園
喜営業時間
ランチ/=:○○へ15:○○

(オーダーストップ「 4:45)

ディナー/「 7:○○へ23:○○

(オーダーストップととこ○○)

【土i日i榔I l :○○へ23:○○

(オーダーストップ22: ○○ )

丁軋.078-331 "2929

本格イタリアンから選べるコースをカジュアルに

イタリア料理

坤渠押印O

喜官業時間
ランチ/=:○○-「5:○○

カフェ/「5:○○へ「7:○○

ディナー/ 1 7:○○-23:○○

(オーダーストップ22:○○)

茎園丁冒し.078"331"1122
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作家プロフィール

お
花
畑
を
切
り
取
っ
て
き
た
。
そ
う
見
紛
う

く
ら
い
の
自
然
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
花
の

持
つ
質
感
、
色
合
い
、
そ
し
て
息
吹
を
何
気
な

く
引
き
出
し
て
い
る
。

一
粒
の
種
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
を
描
く
。
淡
い
ピ
ン
ク
の

薔
薇
〃
ド
ラ
フ
ト
ワ
ン
〃
と
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

や
オ
ー
タ
ム
ビ
オ
レ
の
淡
色
に
、
ワ
ッ
ク
ス
フ
ラ

ワ
ー
の
ア
ク
セ
ン
ト
。
薔
薇
の
実
と
野
葡
萄
が
、

秋
の
便
り
を
届
け
て
く
れ
る
。
葉
も
実
も
、
自
然

の
中
で
は
当
た
り
前
の
も
の
。
そ
れ
ら
を
さ
り
気

な
く
あ
し
ら
い
、
花
々
の
個
性
が
引
き
た
せ
る
。

こ
の
彩
や
か
な
調
和
を
醸
す
感
性
の
鍵
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
得
た
も
の
だ
。

「
花
な
ど
な
く
て
も
、
生
き
て
は
い
け
ま
す
。
で

も
向
こ
う
で
は
、
花
は
い
つ
も
生
活
に
寄
り
添
っ

て
い
る
の
で
す
よ
」
と
深
田
さ
ん
。
「
庭
は
リ
ビ
ン

グ
の
延
長
」
と
語
る
英
国
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
。
週
末

に
一
輪
の
替
薇
を
買
っ
て
い
く
パ
リ
の
青
年
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
日

常
の
空
気
を
直
に
吸
い
込
ん
で
き
た
彼
女
は
、
し

な
や
か
に
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
自
分
の
も
の
と
し
、

花
と
対
話
し
な
が
ら
「
生
命
」
を
「
文
化
」

へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
く
。

お
だ
や
か
な

〃
陽
だ
ま
り
〃

は
、
心
を
そ
っ
と

温
め
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
、
大
切
な
人
に
贈
り
た

い
。
散
る
こ
と
の
な
い
愛
を
込
め
て
…
。

深田千尋(ふかだちひろ)

滋賀生まれ。幼少のころから花

が好きで、短大では園芸を専攻し

庭づくりを学ぶ。講習会でフラワ

ーアレンジメントに出会い、手の

中で小さな世界をつくる喜びに

目覚める。 2001年より単身ヨー

ロッパへ。ロンドンのCapel

Manor Co=ageでアレンジメント

の基本を履修後、パリへと移り花

屋で働きながら実践を重ねる。そ

の後ドイツのフライブルクで研鎖

を積み、2007年に帰国。帰国後

は神戸を拠点にフリーのフローリ

スト「pjcnique」として活動。神

鵜島。,。n,qu 。.。×b,。。.j。′

メールpivoine.picnique@coast.ocn.ne.jp
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石板書生「白い格子の窓と〈女のいる風景〉 」 2006年

4
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KOB EC CO

特集 千年の時をへて

源氏物語にみる須磨・明石の風景
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「源氏物語」須磨・明石の巻

ようこそ須磨へ

月見の宴

神戸市立須磨離宮公園

「秋の風情と共に歴史物語を訪ねる」

現光寺「光源氏に思いをはぜる」

大本山須磨寺「平家の盛衰を今に伝える」

須磨琴「行平の想いを琴の音にのせて」

ようこそ明石へ

明石薪能

明石公園「歴史薫る緑の楽園」

明石うまいもん紀行

美味一徹明石の名産

明石の名店の味

須磨の話題&散策MAP

明石の話題&散策MAP

浮世絵に描かれた須磨・明石の名月

ART ViEW⑯/秋の陽だまl):深田千尋

FRONT ART/石阪着生

神戸のお嬢さん/エレナ・パノーワさん 鈴木麻衣子さん

神戸ことはじめ

KOBECCO2007/村上桂太郎さん 藤本芳さん

KOBE陶芸展

アニー・キャロルの部屋へようこそ

CON丁EN丁S
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ひょうごの文化施設めぐり【兵庫県立考古博物館】

特別座談会 ロリン・マゼール氏をお迎えして

神戸イベントニュース

コウベスナップ

追悼・鬼塚喜八郎

風さやか特別公演

くらしと健康

神戸再発見「華僑が信仰する神戸の諏訪神社」

でん太の数えてドクター

<連載>おもしろ浮世絵講座・江戸の遊び絵

造形のマジック⑪「六花撰戯画」中右瑛

<連載>海船港

「くぼしふいつくびいなす>で囲碁三昧クルーズ」上川庄二郎

<連載>漫画 日本の真珠王・田崎俊作物語⑲ 佐藤晴美

<連載>コーヒーカップの耳⑪文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六車明峰

<連載>神戸異人館物語夜明けのハンター⑲ 文・三条杜夫 絵・谷口和布

美味より神戸「Liang You」 「奉書」

エレガントナイト

KOBECCOグルメ

百店会だより

法人会員ニュース

Kitano Hot News

有馬歳時記

Present

定期購読のご案内

編集後詰

2007年1 1月の貴方by真希の占い

エーデルワイスミュージアム
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篠山市立歴史美術館蔵「源氏物語絵巻」 (部分)
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須
磨
・
明
石
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浮
世
絵
に
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れ
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須
磨
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倣
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一
女
農

事

墓

鼻
「子

ノ

中上‾/
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笥
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/

千
年
の
時
を
へ
て
源
氏
物
語
官
み
る

明
石
の

●
1

“
青
1

風
ヽ
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曾

寮
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●
▲
▼
I

二
〇
〇
八
年
、
「
源
氏
物
語
」
が
千
年
を
迎
え
ま
す
-

源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

{

ご

『
源
氏
物
語
』

の
作
者
・
紫
式
部
に
よ
る
『
紫
式
部
日
記
』

言
・
▲

紀
←

の
寛
弘
5
年
丁
O
O
8
)
1
1
月
l
日
の
条
に
、
源
氏

㌔
物
語
が
す
で
盲
中
で
請
託
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
記

氏吻語ヽ

紫のゆかり、ふたたび

阜∴f ′

述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
2
0
年

(
2
0
0
8
)

を
一
千

年
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
と
す
る

こ
と
が
、
梅
原
猛
さ
ん
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
、
千
玄
室
さ

ん
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
ら
有
識
者
の
皆
さ
ん
に
よ
寄

り
呼
び
が
け
ら
れ
ま
し
た
専
こ
れ
を
機
会
に
、
世
界
最
古

の
長
編
小
説
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
根
幹
と
も
な
っ
た

『
源

氏
物
語
』
の
思
想
を
再
評
価
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
な
わ
れ
る
の
が
、
「
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
」

で
す
↓
・
←

÷

『
源
氏
物
語
』

の
申
で
、
大
き
く
物
語
が
展
開
し
て
い
く

舞
台
め
ひ
と
つ
に
、
須
磨
・
明
石
が
あ
り
ま
す
。
光
源
痕

が
都
を
離
れ
て
移
り
住
ん
だ
須
磨
、
そ
し
て
の
ち
の
中
宮

を
産
む
こ
と
に
な
る
明
石
の
君
と
出
会
っ
た
明
石
。
来
年

の
千
年
紀
に
先
が
け
て
、
今
月
の
特
集
で
は
二
i
須
磨
」
の

巻
、
「
明
石
」
の
講
を
ひ
も
と
さ
な
が
ら
、
現
在
の
須
磨
、

ゝ一ナンノ’嶋.

い
ま
す
。

園源氏物語千年紀委員会事務局

諜詰責藷語義’
密075-23十2008

皿p:〃2008genji.jpI

勢的レマ→等使用承閥号1 9涼し1 74号

o
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『
源
氏
物
語
』
須
磨
・
明
石
の
巻
く

一 ふ
÷おし-

十-二三/ 、三嶋で一
嶋、

〆て衛 .単一

-ミ.

二

‾ ∴一十二三里題-案臆し

壷曇----

「
須
磨
」
の
巻
あ
ら
す
じ

帝
の
第
二
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
、
数
々
の
女
性
た
ち
と

浮
名
を
流
し
て
き
た
兄
源
氏
。
し
か
し
異
母
兄
で
あ
る
朱

雀
帝
の
も
と
に
入
内
す
る
身
で
あ
る
臆
月
夜
の
君
と
の
逢

瀬
が
見
つ
か
り
、
右
大
臣
豪
と
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た

源
氏
は
、
地
位
を
捨
て
て
、
須
磨
の
抱
に
退
く
こ
と
を
決

意
す
る
。

須
磨
の
抱
で
、
源
氏
が
住
ま
う
場
所
は
、
行
平
の
中
納

言
が
「
わ
く
ら
ば
に
問
ふ
ひ
と
あ
ら
ば
須
磨
の
浦
に
藻
塩

た
れ
つ
つ
健
ぶ
と
こ
た
へ
ま
」
と
詠
ん
だ
住
ま
い
の
近
く

に
あ
っ
た
。
護
岸
か
ら
は
少
し
入
り
、
身
に
し
み
る
げ
か

り
の
寂
し
い
山
の
中
だ
っ
た
。
茅
葺
き
の
建
物
な
ど
、
風

情
の
あ
る
僻
ま
い
に
、
こ
の
よ
う
な
境
遇
で
な
け
れ
げ
、

興
趣
深
く
見
た
だ
ろ
う
と
源
氏
は
思
わ
れ
た
。

梅
雨
、
夏
が
過
ぎ
、
秋
が
き
て
、
夜
は
波
音
が
ま
る
で

こ
こ
ま
で
打
ち
寄
せ
る
よ
う
に
聞
こ
え
、
寂
し
さ
を
募
ら

せ
る
源
氏
。
十
五
夜
の
目
に
は
、
月
を
見
な
が
ら
、
京
の

恋
し
い
人
を
思
い
虫
し
た
。
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一
方
、
明
石
の
浦
に
住
む
、
明
石
の
入
道
は
、
光
源
氏

が
須
磨
に
退
去
し
て
い
る
と
い
う
話
を
き
き
、
ぜ
ひ
自
分

の
娘
を
差
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
一
風
変
わ
っ
た

人
物
で
あ
っ
た
明
石
の
入
道
に
育
て
ら
れ
た
明
石
の
君
は
、

十
ぐ
れ
た
思
量
で
は
な
い
が
、
や
さ
し
く
上
品
で
、
教
養

が
あ
り
賢
く
、
京
の
高
貴
な
女
性
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
だ

っ
た
。

須
磨
で
は
年
も
改
ま
り
、
源
氏
が
植
え
た
若
木
の
桜
が

咲
き
出
し
て
、
京
の
南
殿
の
桜
を
思
い
出
す
源
氏
。
3
月
、

巳
の
日
の
襖
ぎ
に
出
か
け
た

〉プ

「ト言∴

源
氏
だ
っ
た
が
、
お
祓
い
が

済
ま
な
い
う
ち
に
、
急
に
風

が
吹
き
、
雨
が
降
り
出
し
た
。

嵐
に
な
り
濃
は
荒
れ
、
源
氏

は
豪
に
こ
も
っ
た
。
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現光寺須磨寺関守稲荷神社須麿離宮公園の月見台

臆
現
光
寺

光
源
氏
の
住
居
跡
と
伝
え
ら
れ
、

昔
は
「
源
氏
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

(
1
 
8
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
)

菓
須
磨
寺

光
源
氏
が
「
若
木
の
桜
」
を
植
え

た
と
さ
れ
る
地
。
今
は
、
桜
の
碑
が

残
る
。
(
2
0
ぺ
-
ジ
で
詳
し
く
紹
介
)

臆
関
守
稲
荷
神
社

須
磨
の
関
(
摂
津
の
関
)
の
守
護
神

と
し
て
祀
ら
れ
た
。
光
源
氏
が
、
日

の
目
蔵
を
し
た
と
こ
ろ
に
な
ぞ
ら

え
「
日
の
目
稲
荷
」
と
も
い
う
。

獲
桜
木
町
・
若
木
町

須
磨
区
の
地
名
。
源
氏
が
植
え
た

「
若
木
の
桜
」
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。

漢
須
磨
離
宮
公
園
の
月
見
台

須
磨
に
わ
び
住
ま
い
を
し
、
物
語
に

も
そ
こ
で
詠
ん
だ
歌
が
登
場
す
る

実
在
の
歌
人
・
在
原
行
平
が
、
秋
の

夜
に
月
見
に
訪
れ
た
と
さ
れ
る
裏

山
が
、
の
ち
に
月
見
山
と
名
付
け

ら
れ
た
。
須
磨
離
宮
公
園
の
月
見

台
は
、
空
の
月
、
海
面
に
映
る
月
が

楽
し
め
る
絶
好
の
月
見
の
場
所
と

さ
れ
、
か
つ
て
は
月
見
の
東
屋
が
あ

っ
た
。
現
在
、
そ
の
東
屋
復
元
の
運

動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
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『
源
氏
物
語
』
須
磨
・
明
石
の
巻

/
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唾ニ 

晴上臆」三l:ー
甘つ

「
明
石
」
の
巻
あ
ら
す
じ

須
磨
の
雨
風
は
お
さ
ま
ら
ず
、
数
日
た
っ
た
。

明
石
の
入
道
は
船
に
乗
り
、
源
氏
を
迎
え
に
来
る
。
源

氏
は
明
石
の
入
道
の
浜
の
館
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
入
道
の
領
地
は
、
海
辺
に
も
山
の
手
に
も
あ
り
、
天

然
の
景
勝
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
庭
の
し
っ
ら
え
も
良
く
、

優
臭
で
都
の
高
貴
な
人
々
の
住
居
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ

つ
+
I
こ
。

明
石
の
君
は
、
高
貴
な
源
氏
と
の
恋
に
と
ま
ど
う
。
入

道
は
、
源
氏
の
弾
く
琴
の
音
に
感
動
し
、
そ
れ
と
な
く
自

分
の
娘
の
話
を
す
る
が
、
源
氏
は
京
の
癒
し
い
姫
君
の
こ

と
を
思
っ
て
い
た
。
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田“競崩蒜風景

明
石
の
君
の
住
む
豪
は
、
木
が
深
く
繁
っ
て
、
溝
辺
の

豪
と
は
ら
が
い
ひ
っ
そ
り
し
た
伴
ま
い
。
源
氏
が
訪
れ
る

も
、
明
石
の
君
は
な
か
な
か
気
を
許
さ
な
い
。
し
か
し
い

つ
し
か
明
石
の
君
は
心
を
許
し
、
源
氏
は
君
の
も
と
に
通

う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
明
石
の
君
は
懐
妊
。
し
か
し
、

そ
の
こ
ろ
、
帝
が
ご
病
気
の
た
め
、
源
氏
に
京
に
戻
れ
と

い
う
宣
旨
が
届
く
。
源
氏
は
、
明
石
の
君
と
、
生
ま
れ
て

く
る
子
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
明
石
を
去
る
。

愛
し
い
人
と
の
別
れ
に
苦
悩
す
る
も
、
手
を
産
ん
だ
明

石
の
君
。
そ
の
女
の
子
は
、
の
ち
の
明
石
の
中
宮
。
明
石

の
中
宮
は
源
氏
と
紫
の
上
に
育
て
ら
れ
、
東
宮
妃
と
し
て

入
内
す
る
。
東
宮
は
の
ち
に
帝
と
な
り
、
明
石
の
中
宮
は

東
宮
帝
と
の
間
に
男
皇
子
を
も
う
け
る
。

蹄無

臆
無
量
光
寺

光
源
氏
が
月
見
を
し
た
と
い
わ
れ

る
場
所
。

臆
蔦
の
細
道

無
量
光
寺
の
す
ぐ
横
に
あ
る
小
道

で
、
源
氏
が
、
明
石
の
君
の
住
む
館

に
通
っ
た
道
と
さ
れ
る
。
恋
の
細
道

に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
。

臆
善
楽
寺

明
石
の
入
道
の
住
ま
い
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
お
寺
。
「
源
氏
物
語
」
を

愛
し
た
、
第
五
代
明
石
藩
主
・
松

平
忠
国
が
作
っ
た
、
明
石
入
道
の

碑
や
、
ゆ
か
り
の
松
が
あ
る
。
明
石

で
も
っ
と
も
古
い
お
寺
。

善楽寺とゆかりの松

絵
巻
‥
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
(
須
磨
・
明
石
巻

」
よ
り

狩
野
派
の
絵
師
・
狩
野
栄
川
(
典
信
法
印
)
が
桑
園
を
描
き
、
能
書
家
が
詞
雷
を

加
え
た
「
須
磨
・
明
石
巻
」
を
十
二
代
篠
山
藩
主
・
青
山
忠
裕
が
借
り
受
け
、
お

抱
え
の
絵
師
で
狩
野
栄
川
の
門
人
・
栄
保
猪
原
典
怒
ら
に
写
さ
せ
た
も
の
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



今年開園50周年を迎えた神戸市立須磨離宮公園

松のある美しい風景が多い須磨(写輿は須磨海岸)

紅葉を嬰でる散策へ
12

秋の須磨で歴史散策を

構桂
雪国害容

そ

面
昂

ノ
ダ

須磨区長

南一郎

須磨は、奈良、平安の昔から、海と山々の自然環

境に恵まれた風光明媚な土地柄として広く知られ、

源氏物語等の文学作品にも取り上げられています。

また、須磨に憧れを抱いた多くの文人墨客が須磨を

訪れ、多くの和歌や俳句を残すなど文学・歴史等の

魅力資源があふれるまちです。

このような須磨の文学・歴史的資源を区民、事業

者、行政が一体となって育み、伝えていくことが、

来訪者への’`おもてなし’’であると考えています。

現在、須磨離宮公園、須磨寺をはじめとする区内の

観光施設、商店街、寺社が連携し「須磨歴史紀行ス

タンプラリー」を開催(-11月25日)しています。

是非、この機会に須磨にお越しいただき、まち歩き

を楽しみながら“須磨の秋’’を感じていただければ

と思います。
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田富嵐脇風景

京都から届いた紫式部の手紙が読まれると夜空には月が 松風・村雨と、明石から十二単の「明石の君」が訪れた

西海淳二さん(NPO法人雛歴史熊部理事長)

が案内役に

演目「葵の上」を演じる大和松蒔さん 神戸女子大の学生による着物ショー

「
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
…
」
。

紫
式
部
は
全
5
 
4
巻
か
ら
成
る

「
源

氏
物
語
」

の
内
、
こ
の

「
須
磨
の
巻
」

の
月
見
の
情
景
か

石
山
寺
で
琵
琶
湖

名
月
を
眺
め
、
そ

面
に
ゆ
れ
る

子
を
須
磨
の

海
に
浮
か
ぶ
月
に
た
と
え
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

須
磨
離
宮
公
園
は
、
月
の
名
勝
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
毎
秋
、
観
月

を
楽
し
む

「
月
見
の
宴
」
を
開
催
。

今
年
も
9
月
2
3
・
2
4
日
に
、
源
氏

物
語
千
年
紀
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の

観
客
が
見
守
っ
た
。
光
源
氏
の
モ
デ

ル
と
い
わ
れ
る
在
原
行
平
ゆ
か
り
の

琴
で
、
兵
庫
県
の
無
形
文
化
財
で
あ

る
一
級
「
須
磨
琴
」

の
演
奏
は
、
腕

月
夜
の
下
、
静
寂
な
雰
囲
気
の
中
に

こ
だ
ま
し
た
。
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
大
和
松
蒔
さ
ん
は
、

演
目

「
葵
の
上
」
を
演
じ
た
。
2
4
日
に

は
、
和
太
鼓
の
松
村
組
が
登
場
し
、
魂

の
こ
も
っ
た
演
奏
で
観
衆
を
魅
了
し
た
。

神
戸
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
が
、

在
原
行
平
と
須
磨
で
月
見
を
し
た
と

い
う
女
性
・
村
雨
、
松
風
の
衣
装
を

創
作
。
学
生
た
ち
が
モ
デ
ル
に
扮
し

て
、
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
、
絵
巻

か
ら
抜
け
出
て
き
た
よ
う
な
雅
な
装

束
に
観
客
も
息
を
の
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

来
年
の
千
年
紀
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
光
源
氏
の
衣
装
を
作
製
し
披
露

さ
れ
る
と
か
。
観
衆
も
期
待
を
ふ
く

ら
ま
せ
た
。

13
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